








結論 

1)Cox.B4virus を Swiss albino マウスに 2週間隔で 2回接種することによって,軽度の Se

gmental mesangial proliferationと球状～半球状のPAS陽性mesangial depositsを伴う

糸球体変化が得られた。 

2)これは,ヒト IgA 腎症と同様の組織像であり,IgA 腎症の病因としてウイルスが関与して

いる可能性が大きいことが示唆された。 

3)しかしこれは,IgA が強く染色されてはいるが,1gA dominant とは言えず,進行性の有無

を含めて IgA 腎症のモデルとして完成させるには,さらに検討を要する。 


